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学校名 事業概要

倉敷南 グローバル「町衆」育成事業

～21世紀社会に求められる協働的な活動による高度な思考力の育成を目指して～

普通科キャリア教育倉南モデル「町衆プロジェクト」において地域理解、体験重

視をコンセプトに、学校設定教科「キャリア」の充実も含め３年間を見通した系統

的な「学びの志」育成を実践してきた。

今回のプレゼン枠事業においては、国際社会を生き抜く柔軟さも持ち合わせたグ

ローバル人材を育成するために、国際交流体験や海外展開する企業との連携とアク

ティブラーニング等による学力向上方策を融合させ、国際感覚を磨くとともに協働

的な活動による高度な思考力の育成プランの研究開発を行う。

高松農業 高農生がプロデュース「ももの里を元気にしようプロジェクト」

～耕作放棄地の再生による地域活性化支援～

高齢化により耕作放棄地が目立つようになっている「清水白桃発祥の地」である

一宮（芳賀佐山）地域において、農業高校生が地域と連携して、「農援隊」として耕

作放棄地の再生、市民農園化に取り組むとともに、地域の若者（小中学生）たちと

連携して「農・食・環境」をテーマに地域活性化に取り組む。

津山商業 津商アクティブプラン：ローバルプレゼンテーション ～地域に世界にＰＲ～

「確かな学力」の向上に向けて

①様々な情報端末を活用し、思考力・判断力を養い、学びをもっと解り易く面白い

と思う授業改善の取組を実施する。

「豊かな心」の育成に向けて

②津商プレゼンルールを作成し、３年間を通して全教科・全科目において共通の指

導を計画的に実施する。

③地域との連携した取組を、各種メディアを利用して地域・世界へ発信する。言語

活動を通して、主体性・積極性・コミュニケーション能力を育成する。


